
当社の原子力発電所

高浜発電所

［4基］
出力 339.2万kW

大飯発電所

［4基］
出力 471.0万kW

美浜発電所

［3基］
出力 166.6万kW

東日本大震災復興支援・総合対策推進会議の設置

設置日
 2011年3月15日
要員構成
 議　長：取締役社長 八木 誠
 副議長：全取締役副社長
 委　員：全常務取締役
 幹　事：企画室長、総務室長
主な業務
 ・復興支援実施にあたっての総合調整
 ・大規模災害に備えた当社電力設備に関する対策の
   高度化および総合的な防災対策の基本方針の策定

東日本大震災復興支援・総合対策推進会議

● 東日本大震災を踏まえた地震および津波など、大規模災害に関する
 対策の再評価と必要な対策の見直し　など
 ①リスク抽出
 ②各設備のリスク評価と必要な対策の整理（ハード面）
 ③情報連絡ツールなどの適切性評価と必要な対策の実施（ソフト面）

設備・防災対策部会

● 復興支援に係る具体的な方策の検討
● お客さまからの問い合わせなどへの対応方策の検討  など

復興支援部会

● 地震および津波などに対する安全性向上対策の検討
● 東京電力への支援方策の検討
● 福井県など地元のみなさまへの情報発信方策の検討　など

原子力特別部会

来るべき大規模地震災害に備えて

東京電力福島第一原子力発電所事故の要因

当社の原子力発電所における安全性向上対策の取組み 

炉心損傷や使用済燃料
の損傷を防止する観点
で実施

緊急対策
（2011年5月にすでに完了）

安全性確保のための多重性・
多様性を拡充し、より一層の
信頼性向上を図る観点で実施

※送電線の強化や発電所へのアクセス
道路の整備は中長期的に実施

（原則として2年以内を目処※）

電源の確保

原子炉の冷却機能の確保

使用済燃料プールの
冷却機能の確保

緊急対策・応急対策
に加え、「さらなる
安全性向上対策と
しての追加対策」
を追加

地震発生で原子炉は自動停止しました。しかし、地震に伴って発
生した津波で起きた❶❷❸が、事故を拡大させ、原子力災害の
規模を大きくした直接的な要因と考えられています。

放射性物質の放出

❷ 原子炉の
　 冷却機能の喪失 ❸ 使用済燃料プールの

　 冷却機能の喪失
　 （温度上昇）

原子力発電所の外部電源に加え、非常用ディーゼル発電機など緊急時
の電源もなくなった。 

外部電源や緊急時の電源の喪失

原子炉が停止した後に炉心の熱を冷やす設備が使用できなくなった。 

原子炉の冷却機能の喪失

使用済燃料プールを冷やす設備が使用できなくなった。

使用済燃料プールの冷却機能の喪失
閉じ込める

冷やす

地震発生により原子炉自動停止

止める

2011年4月4日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3月30日付で、経済産業省から指示いただいた「福島第一・第二原子力
発電所事故を踏まえた他の発電所の緊急安全対策の実施について」の内容
などを踏まえて、当社原子力発電所の運転に際し、守るべきことを定めた
保安規定の変更認可申請を経済産業省におこないました。

2011年4月8日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
福島第一原子力発電所事故を踏まえて、判明している情報に基づき、直ちに
講じるべき対策を「緊急対策」、より一層の信頼性向上を図る観点で実施する
対策を「応急対策」として「安全性向上対策の実行計画」を策定しました。

2011年4月25日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
当社を含めた福井県内の電力事業者の安全性向上対策について検証する
「福井県安全対策検証委員会」が開催され、当社から安全性向上対策の
実行計画についての取組み状況を説明し、同委員会にて検証していただき

ました。「東北電力の運転停止時の非常用発電設備トラブル事象を踏まえた
原子力安全・保安院の指示」や「福井県安全対策検証委員会での検証結果」
を踏まえ、「さらなる安全性向上対策としての追加対策」を追加しました。

2011年5月16日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
経済産業省からの指示を受け、原子力発電所の外部電源の供給信頼性に
ついて分析、評価をおこない、その結果を踏まえて必要な対策を検討し、
経済産業省に報告書を提出しました。

2011年6月14日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
経済産業省からの指示を受け、「過酷事故（シビアアクシデント）への対応
に関する措置」の5項目の実施状況を取りまとめ経済産業省に報告しま
した。6月15日には当社原子力発電所において経済産業省の立入検査が
おこなわれ、6月18日に適切に実施されているものと評価していただき
ました。

❶ 地震・津波の影響により、非常用電源喪失
   （外部電源や緊急時の電源の喪失）

応急対策

東日本大震災を踏まえた取組み Annual Report 2011

　西日本においても、21世紀前半に東海・東南海・南海地震
の発生や、近畿圏での直下型地震の発生が懸念されています。
当社は、これらの大規模地震に備え、これまで減災対策や早期
復旧対策など、様々な対策を検討・実施するとともに、大規模
地震災害を想定した訓練を重ねることで、強固な防災体制の確
立に努めてきました。
さらに、2011年3月、東日本大震災を踏まえて、地震などに

よる大規模災害に備えた対策に万全を期すために、復興支援部会、
設備・防災対策部会、原子力特別部会という3つの部会を持つ
「東日本大震災復興支援・総合対策推進会議」を設置しました。
今後、大規模災害に関するリスクを再評価し、今回の大震災に

より得られる新たな知見を踏まえて、必要な対策の見直しを図って
いきます。

　当社は、地震発生後直ちに、原子力発電所の安全上重要な機器
の健全性確認をおこなうとともに、安全確保にかかる実施可能な
対応をすみやかに開始しました。
次いで、福島第一原子力発電所事故の要因を踏まえ、地震・津波

が発生しても、下記の❶❷❸の3つの機能を維持し、炉心損傷や
使用済燃料の損傷を防止し、放射性物質の放出を抑制しつつ
冷却機能回復を実現するための対策を講じることとしました。
この対策の実施にあたっては、ただちに講じるべき対策を

「緊急対策」として策定しました。また、安全性確保のため多重性、

多様性を拡充し、より一層の信頼性向上を図る観点で実施する
対策を「応急対策」として策定しました。
さらに、緊急対策・応急対策に加えて、経済産業省や福井県から
の指示も踏まえて、過酷事故（シビアアクシデント）への対応など、
「さらなる安全性向上対策としての追加対策」を追加しました。
なお、原子力発電所のストレステストについても、国からの指示

に基づいて的確に対応し、今後とも、立地地域をはじめ国民のみな
さまの不安解消、信頼回復に全力を尽くしてまいります。　

東日本大震災にかかる関西電力の対応について
http://www1.kepco.co.jp/notice/shinsai_link2011.htmlWeb
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福島第一原子力発電所事故を踏まえた当社の安全性向上対策の実施状況について（2011年9月末現在）

これらの安全性向上対策についてすみやかに実施し、
今後も新たな情報が得られ次第、迅速かつ的確に必要な対策を追加・実施してまいります。

■事故時の訓練の充実
複数号機同時全交流電源喪失、1次冷却材配管の破断な
どシビアアクシデントを想定した訓練の計画・実施〔総合防
災訓練への計画反映・実施等、訓練の体系化を検討〕
（2011年度中に計画）

過酷事故（シビアアクシデント）への対応

■緊急時における発電所構内通信手段の確保
●全電源喪失や浸水時における現場と中央制御室間の
情報連絡手段として、乾電池式の携行型通話装置等
を配備（2011年6月完了）
●全電源喪失時でも作業が可能となるよう、ハンド
ライトおよびヘッドライトを配備
  （2011年4月完了）

■緊急時における発電所構内通信手段の確保
免震事務棟に機能を充実させた構内内線電話交換
機、衛星通信設備他を確保
（2017年度頃完了予定）

■高線量対応防護服等の資機材の確保
　および放射線管理のための体制の整備
●事故時における高線量区域での作業のため、高
線量対応防護服を各発電所に配備
  （2011年6月完了）
●個人線量計等の資機材につい
て、必要に応じ原子力事業者間
で相互に融通しあうことを確認
  （2011年6月完了）
●緊急時は、放射線管理要員以外で
も放射線管理要員を助勢できる
仕組みを整備
  （2011年6月完了） 高線量対応防護服

■がれき撤去用重機の配備
津波発生後、発電所構内に散逸す
るがれき類を除去するため、各発
電所に1台トラクターショベルを
配備（2011年4月完了、6月には
大型に変更） 美浜発電所の例

■運転員の訓練実施
運転マニュアルならびにシミュレータを用いた全電源喪
失の訓練実施
●マニュアルを用いた訓練（2011年4月完了）
●シミュレータ訓練（美浜1号機、高浜1号機、大飯1号機：
2011年4月完了）

■緊急時対応体制の確立
●役職者の配置（2011年3月完了）
●要員、手順書整備および訓練実施
  （2011年4月完了）原子炉の冷却機能の確保

復水タンクに海水等を給水するための消防ポンプ、
消火ホース他を配備（2011年4月完了）

■消防ポンプおよびホースの追加配備
タービン動補助給水ポンプによる原子炉冷却後、さらに冷却を実施するた
めに、蒸気発生器へ水を供給するための消防ポンプおよびホースを追加
配備（2011年6月完了）

タンク間の配管改造
（2011、2012年度中に実施予定）

タンク周りの防護壁設置
（2012年度中に実施予定）

電源の確保

プラントの監視機能等に必
要な電源の確保（2011年
4月完了）

電動補助給水ポンプの稼動
に必要な電源の確保
（2011年4月完了）

非常用発電機の追加設置
（中長期的に検討）

非常用発電機代替設備（移
動が可能な空冷式ディーゼ
ル発電機）の設置（2011
年9月完了）

安全上重要な設備の機能維持のための対策

海水ポンプ防護壁の設置
（2011年度中に実施予定）

海水ポンプモーター予備品の保有
（2011年度中に配備予定）

既存防波堤のかさ上げ、または陸上に防
潮堤を設置（美浜、高浜発電所について
は2011年度中に実施予定、大飯発電所
については2013年度中に実施予定）

緊急対策
（すでに完了した対策）

応急対策
（すでに完了した対策）

応急対策
（現在、検討・
実施している対策）

追加対策他
（すでに完了した対策）

追加対策他
（現在、検討・
実施している対策）

東日本大震災を踏まえた取組み Annual Report 2011

原子炉の冷却機能の確保

■定期検査における特別点検
非常用炉心冷却系統、格納容器ス
プレイリングの点検（美浜1号機、
高浜1号機：2011年4月完了）

過酷事故（シビアアクシデント）への対応

■中央制御室の作業環境の確保
全電源が喪失した場合においても、中央制御室での作業に支障
がないよう、中央制御室内を循環し、フィルターにより放射性物
質を除去する空調装置に対して、既に配備している電源車から
給電し運転できるよう手順書を整備（2011年6月完了）

■大飯3,4号機に、77kV線路1回線を接続（3年程度予定）
■77kV線鉄塔の長幹支持がいしに免震対策を実施（2011年度中に実施予定）
■鉄塔敷地周辺の盛土崩壊や地すべり、
　急傾斜地の土砂崩壊評価を実施（2011年10月末までに評価予定）
■77kV開閉器をより水密性に優れたコンパクトな開閉器に取替
　（美浜発電所：3年程度予定）
■77kV予備変圧器・開閉器の屋内施設化を実施（美浜発電所：3年程度予定）
■77kV開閉器、予備変圧器の防油堤のかさ上げを実施（大飯1,2号機：1年程度予定）
■建屋内の給電ケーブルが冠水しないよう、ケーブルルートを変更
　（美浜、高浜、大飯発電所：3年程度予定）

凡　例

過酷事故（シビアアクシデント）への対応

■水素爆発による施設の破壊を防止するための対策を実施
●設置済みの水素燃焼装置に電源車から給電し、運転できるよ
う手順書を整備（大飯1,2号機：2011年6月完了）

●格納容器から隣接部へ漏えいした水素の滞留を防止するた
め、外部へ放出する排気ファンに給電し、運転できるよう手順
書を整備（大飯1,2号機以外のプラント：2011年6月完了）

■水素爆発による施設の破壊を
　防止するための対策を実施
電源を必要としない水素濃度低減装
置（静的触媒式水素再結合装置）を設
置（大飯1,2号機以外のプラント：
2012～2013年度に設置予定）

送電線の強化〔計画的な改修〕（中長期的に実施）

電源の確保

■海水ポンプの代替となる大容量ポンプの配備
タービン動補助給水ポンプによる原子炉冷却後、さらに冷却を実施するために大容量
ポンプを配備（2011年12月末までに配備予定）

水密扉への取替
（2012年度上期
実施予定）

移動が可能な海水供給
用エンジンポンプの設
置（2011年6月完了）

扉のシール施工
（2011年5月完了）

発電所へのアクセス
道路の整備
（中長期的に実施）

■免震事務棟を設置
津波、地震、耐放射線
対策が図られた免震
事務棟を設置（中長
期的に検討）

使用済燃料プールの冷却機能の確保

■定期検査における特別点検
冷却ポンプの分解点検（美浜1号機、高浜1号機：2011年4月完了）

■消火水注入のための配管の設置（2011年度中に実施予定）
■耐震性の向上（2011、2012年度中に実施予定）

使用済燃料プールに海水等を給水するた
めの消防ポンプ、消火ホース他を配備
（2011年4月完了）

■水位計、温度計の電源を常用から非常用に変更
■水位監視カメラの設置（定期検査中のプラントから順次実施）

■運転員支援システムの導入
事故時にプラント状態や運転操作に必要な情報を提供する
運転員支援システムを導入（中央制御盤取替の計画に合わ
せて実施。対象：美浜3号機、高浜1,2号機、大飯1,2号機）
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